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2.2 調査内容 

調査内容は、クラックの性状に関する調査と漏水の経路に関する調査に区分される。

ここでは、以下の調査について記す。 

① 平成 13 年 越冬面の性状把握のためのボーリング、ボアホールカメラ 

② 平成 14 年 越冬面の性状把握のためのボーリング、透水試験等 

③ 平成 2 年 継目排水孔送水調査 

④ 平成 13 年 水質調査 

⑤ 平成 13 年 安定同位体分析 

2.3 調査結果 

(1)平成 13 年 越冬面の性状把握のためのボーリング、ボアホールカメラ 

J4 付近の堤頂部から、越冬面の状況確認を主目的としてボーリングを実施した。

位置を図 2.3 に示す。表 2.2 にボアホールカメラ観察結果を示す。RCD コンクリート

部に所々ジャンカ状の箇所が認められたが、越冬面では分離面は認められなかった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3 H13 ボーリング位置図 
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